
福井労働局：外国人雇用状況（令和 6年10月末）を公表 —過去
最高13,594人 25.01.31

福井労働局（局長 石川良国）では、このほど、令和６年10月末時

点の外国人雇用についての届出状況を取りまとめましたので、公

表します。

外国人雇用状況の届出制度は、労働施策の総合的な推進並び

に労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律に

基づき、外国人労働者の雇用管理の改善や再就職支援などを目

的とし、すべての事業主に、外国人の雇入れ・離職時に、氏名、

在留資格、在留期間などを確認し、厚生労働大臣（ハローワー

ク）へ届け出ることを義務付けています。

届出の対象は、事業主に雇用される外国人労働者（特別永住

者、在留資格「外交」･「公用」の者を除く。）であり、数値は令和６

年10月末時点で事業主から提出のあっ

た届出件数を集計したものです。

https://jsite.mhlw.go.jp/fukui-roudoukyoku/content/contents/002123107.pdf



福井県国際交流協会：外国人留学生 ×県内企業
『合同企業説明会』 25.02.19

（公財）福井県国際交流協会は、福井県、（株）福井銀行、県内外

大学、関係機関と協力し、県内企業における留学生の採用・定着

を支援しています。

　昨年に引き続き、留学生の採用に関心がある企業と県内企業

での就職を希望する留学生を対象とした「合同企業説明会」を開

催します。

https://f-i-a.or.jp/k/eventview.php?id=9721



福井新聞：介護職の技能実習生セミナー
—タイ籍13人が将来を語る

25.03.01

福井新聞は、介護を志す技能実習生のセミナーの様子を

報じた。

参加したタイ籍13人が将来の目標を語り、意欲を示した。

受入れ施設の現場の声や支援体制への期待に触れる。

地域社会との交流機会が定着につながると指摘。

多言語支援や生活相談の充実が課題として挙がる。

技能向上と資格取得の支援策の必要性を強調。

https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/2251958



農業分野における外国人材の受け入れについて
25.03.25

福井県では農業分野における担い手不足解消のため、外国人材受入を

推進し、支援します。

 

１　補助対象事業

　（１）就業環境整備

　　　　外国人労働者の就業環境を改善するための取組

　（２）生活環境整備

　　　　外国人労働者の生活の本拠の環境を改善するための取組

 

２　補助対象経費

　　謝金、旅費、使用料・賃借料、委託料、手数料、需用費、備品

　　購入費、その他経費

　　

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/021037/jinzaikakuho/gaikokujinzai.html



福井大学：留学生同窓会ベトナム支部を設立
25.03.31

2025年3月20日（金）、「もてなし居酒屋みけそん」（ベトナム・ハノイ）にて、福井大学・末理事と前

田工繊ベトナム・角田社長様承認のもと、ベトナム在住の本学卒業生による福井大学留学生同

窓会ベトナム支部を設立いたしました。今後は卒業生同士の交流だけでなく、ベトナムからの新

規留学生の推薦なども行っていく予定です。福井大学とベトナムの絆がより強くなっていくことが

期待されます！

https://www.u-fukui.ac.jp/internationalnews/105169/



外国人労働者受入環境整備事業補助金

25.04.01

外国人労働者受入環境整備事業補助金

　外国人労働者に、就業地として福井県を選択してもらうととも

に、福井での就業および暮らしに対する満足度を高め、長期にわ

たって活躍できる環境を整備することにより、企業の人手不足の

解消を図ります。

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/rousei/kigyoushien/gaikokujin-kankyoseibi.html



福井工業大学：留学生向け
『就職ガイダンス（第 1回）』を開催

25.04.24

4月25日（木）、株式会社マイナビ様による「留学生就職ガイダンス

①／就活スタートアップ講座」が本学で開催され、国内で就職を希望

する留学生17名が参加しました。

講師の方から

　・日本で働くことについて

　・日本での就職活動について

　・インターンシップについて

をテーマに、外国人留学生の就職先の現状、日本と外国の就職活動

の違いやポイントなどを分かりやすくご説明いただき、留学生たちは

熱心にメモを取りながら聞き入っていました。

https://www.fukui-ut.ac.jp/ic_news/



福井商工会議所ほか：外国人材活用セミナー
25.05.27

少子高齢化による労働人口の減少やビジネス環境変化により、

人手不足が深刻化しています。日本国内における外国人労働者

数は、2024年10月時点で約230万人となり、前年より25万人増え

て過去最大の増加となりました。これを受け昨年６月には入管法

等の改正法が公布され、「育成就労制度」として従来の技能実習

制度に代わる制度が今後２年以内に施行予定です。この法改正

は、特定技能制度と関連して長期にわたり産業を支える人材の

確保を目指すものであり、今後の中小企業の労働市場を考える

上で外国人労働者の役割はますます重要となってきています。

　今回のセミナーは、福井における外国人の雇用状況や、最新の

トピックとして「育成就労制度」の概要を紹介します。また、中国出

身の王専門相談員から「外国人から見た日本で働く魅力」につい

て解説します。。

https://fuku-job.jp/company/event/25/



福井県社協：タイからの介護技能実習生  
受入れ施設を募集

25.05.28

　社会福祉法人福井県社会福祉協議会（以下「県社協」）で

は、介護人材が不足する厳しい状況の中、人材の確保に悩む

県内介護施設において、外国人介護技能実習生（以下「実習

生」）の受入が円滑に進むよう、福井県との連携のもと、監理

団体として当該実習生受入事業に取り組んでいます。

　つきましては、2026年春入国予定の技能実習生の受入れに

ついてご検討いただきますとともに、当事業についての具体的

な説明や相談等を希望される場合は、下記担当まで連絡いた

だきますようよろしくお願いします。

https://www.f-shakyo.or.jp/topics/archives/311



実習生の定着図る｢福井クラス｣の
画期的技能な成果

2025.03.15
「かたいけの～」と声をそろえて練習するミ
ャンマー人たちの声が、ミャンマーにある日
本語学校の教室に響き渡っています。「かた
いけの」とは、福井弁で「お元気ですか？」
という意味です。笑いの絶えない授業がミャ
ンマーの日本語学校で行われていますこれは
、福井県が2024年から始めた、福井県で働く

予定のミャンマー人が地域に定着できるよう
支援するユニークな試み「福井クラス」の授
業のひとコマです。「福井クラス」は、全国
の自治体の中でも先駆的な取り組みとして、
開講当初から大きな注目を集めました。地元
新聞ではトップ記事として取り上げられ、
2024年末には全国ニュースの特集でも報道さ
れるなど、大きな反響を呼んでいます。

出典元：https://toyokeizai.net/articles/-/864147?display=b



外国人労働者が過去最多、前年比２２・５％増…
定着促進・新たな人材の獲得支援

2025.03.07

福井県内の外国人労働者が２０２４年１０月末時点で

１万３５９４人となり、過去最多を更新したことが福

井労働局のまとめで明らかになった。外国人材による

労働力不足の解消に期待を寄せる県や自治体は、生活

上の悩みの相談など手厚い支援体制を整備。県内定着

の促進と新たな外国人材の獲得を図る

同労働局によると、県内の外国人労働者は増加傾向が

続いており、２０年１０月に１万人を突破。２４年の

対前年比増加率は２２・５％に達した。 国籍別では

、１０・４％増のベトナム（３７０８人）と、４９・

３％増のブラジル（３２７８人）だけで全体の半分余

りとなり、在留資格別では１４・７％増の技能実習生

（５３２６人）が４割近くを占めた。

出典元：https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/news/20250307-OYO1T50023/



建設業でも「福井クラス」 ミャンマーに
１１月開講 外国人材の育成

2025.09.19

県は海外の教育機関と連携して独自に技能
実習生などを育成する「福井クラス」を人
手が不足する建設業界にも取り入れ、ミャ
ンマーで１１月に開講する。介護分野で先
行して進めている外国人材の育成を、建設
分野にも広げる。県が１８日の県議会土木
警察常任委員会で明らかにした。 来日後
も県内で安心して暮らしながら、現場で活
躍してもらおうと、人材紹介会社「ジェイ
サット」（大阪市）と連携して、ミャンマ
ーの日本語学校に「福井クラス」を開講す

る。

出典元：https://jsite.mhlw.go.jp/fukui-roudoukyoku/content/contents/002123107.pdf



〔講師：OTIT富山・JITCO国際部〕 東海北陸地域情報交換
会を12月11日（木）に金沢で開催します

2025.10.20
技能実習・特定技能制度関係者の皆様同士

が、今後の育成就労制度の開始に向けた情

報交換や今後の交流に向けた名刺交換等を

行う機会を設けさせていただきます。

このたび、JITCO名古屋駐在事務所では、

北陸3県および東海4県所在の技能実習・特

定技能制度関係者の皆様を対象に、本年度

１回目の情報交換会を、金沢市内で開催す

ることといたしました。技能実習・特定技

能制度関係者の皆様同士が、今後の育成就

労制度の開始に向けた情報交換や今後の交

流に向けた名刺交換等を行う機会を設けさ

せていただきます。

出典元：https://www.jitco.or.jp/ja/news/article/41317/



【福井県】草の根技術協力事業から生まれた
ビジネスプランの進捗状況を紹介します！

2025.07.15
現在、株式会社農園たや（福井県）では、

JICA草の根技術協力事業を活用して「技能実

習生の帰国後就農・起業支援を通じた人材還

流促進プロジェクト」をインドネシアで実施

しています。このプロジェクトでは、インド

ネシアの農業人材の送出し・受入れ環境の改

善、実習生や研修生※1の帰国後のキャリア形

成支援に取り組んでいます。今回、プロジェ

クトでインドネシアの農業人材の方が作成し

たビジネスプラン※2の進捗状況を確認するた

めにフォローアップ調査が行われました。そ

の際に、帰国後の取り組み状況を紹介する動

画も制作され、同プロジェクトのYouTubeに
公開されました

出典元：
https://www.jica.go.jp/domestic/hokuriku/information/topics/2025/1571855_65776.html
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